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付託された議案２件 請願１件

◇議案第６８号 宝塚市立病院条例の一部を改正する条例

の制定について

◇議案第６９号 宝塚市立幼稚園の設置及び管理条例の

一部を改正する条例の制定について

◇請願第２３号 豊かな教育を実現するための少人数学級

推進と義務教育費国庫負担制度の堅持を

求める請願



議案第68号 宝塚市立病院条例の一部を改正
する条例の制定について

国の審議会において
・外来機能の明確化

・医療機関間の連携を推進

・紹介状なしで受診すると、負担額引上げ
・「初診加算」を、医科・歯科とも２０００円 引上げ
・「再診加算」を医科５００円、歯科４００円 引上げ

（改定の時期は２０２２年１０月１日）

＜初診加算＞
医科 ５０００円 → ７０００円
歯科 ３０００円 → ５０００円



初診加算額の経緯 （参考）

医科 歯科

２００２年度 初診料加算 導入 １０００円 １０００円

２０１３年度 初診加算※ 改定 ２０００円 ２０００円

市立病院→地域医
療支援病院に

２０１８年度 ５０００円 ３０００円

２０２２年度 ７０００円 ５０００円

※初診料加算 が ２０１３年から「初診加算」に変わった



＜主な質疑＞
今回の引き上げの根拠は

◇国の審議会において
紹介状なしの受診 → 保険対象から外す

初診料保険点数２８８点（１点１０円）のうち

２００点を保険対象外

⇩
本人負担 ２０００円



市民への周知は

◇広報たからづか 今回の加算料引上の説明
◇保険者からも周知
◇市医師会とも連携して市民に周知

 全員一致で可決



議案第６９号 宝塚市立幼稚園の設置及び管
理条例の一部を改正する条例の制定について

２０１６年策定「宝塚市立幼稚園の適正規模及び
適正配置に関する基本方針」

２０１７年策定「宝塚市立幼稚園の統廃合計画」

来年度末（２０２３年度末）をもって廃園

◯ 小浜幼稚園
◯ 西山幼稚園



宝塚市立 小浜幼稚園



宝塚市立 西山幼稚園



＜主な質疑＞

◇公立幼稚園が果たすべき重要な役割を持っているにもか

かわらず、閉園していく幼稚園がある。

公立を希望しない人が増えている現状をどう分析してい

るか。

・当然少子化の影響

・公立幼稚園の短時間保育→保護者の需要を満たせて

いない

→→ 公立幼稚園への就園率が下がっていると分析



＜主な質疑＞
◇私立は建学の精神があり、それに合わないと子どもを

うけ入れてもらえないが、公立は全ての住民に門戸が開か
れている。それはこれからも保障されなければならないと
思うがどうか。

公立幼稚園→幼稚園教育要領にのっとった標準的な教育
かつ地域の実情に応じた特色ある保育

選択肢として
最終的な受け入れ先というところでも

非常に重要と認識している

全員一致で可決



請願第23号 豊かな教育を実現するための少人数学
級推進と義務教育費国庫負担制度の堅
持を求める請願

<請願の趣旨>

学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積しており、

子どもたちの豊かな学びを保障するための教材研究や授業準備の時間を十分に

確保することが困難な状況となっている。

また新型コロナウイルス感染症対策に伴い新たな業務も発生している。

厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置を行っている自治体もあるが、

自治体間の教育格差なく、子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の

教育を受けられることが、憲法上の要請で、条件整備は不可欠である。

こうした観点から、２０２３年度政府予算編成において下記事項が実現され

るよう、国の関係機関へ意見書の提出を求めるもの。



項目 １
１ 中学校・高等学校での３５人学級の実施。

また、さらなる少人数学級実現や、教育条件整備の

ための財源措置を講じること



項目 ２
２ 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現し、

子どもたちと向き合う時間を確保するため、
加配教員の増員や少数職種の配置増など、
教職員定数改善の推進。



項目 ３

３ 教育の機会均等と教育水準の維持向上をはかるため

義務教育費国庫負担制度の堅持。

自由討議の中で項目３のみを採択してはと提案され

全員一致で 項目３についての一部採択



ご清聴ありがとうございました。

詳細資料は

で検索


